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○特集　蔵書の個性化を巡って
〈ボーズル文庫〉の誕生
三宅　立＊
　ミュンヒェン大学名誉教授カール・ボーズル（Karl　Bos1，1908－1993）博
士の蔵書がこのたび明治大学図書館の所蔵するところとなり、現在その整
理が鋭意進められている。ボーズル教授は、ヨーロッパ中世史研究の大家
であるが、また、ミュンヒェン大学バイエルン史研究所長、そしてベーメ
ン（ボヘミア）・チェコ史の研究所たるコレーギウム・カロリーヌムの所
長として、中世史のみならず近現代史の研究教育にも積極的に携わってき
た。私が1976年から翌年にかけて在外研究の場にミュンヒェンを選んだ
のも、ボーズル教授の下で育った若手研究者たちの共著、カール・ボーズ
ル編『変革の中のバイエルン』（1969）に惹かれたことが大きかった。私は
ミュンヒェンやランツフートの文書館や図書館でバイエルン革命とその前
史の研究にいそしむ傍ら、できるだけボーズル先生のゼミに出るよう努め
たが、中世の異端の運動やキリスト像の変遷から現代の連邦主義まで、実
に多岐にわたる大学院生や学部上級生の報告に、先生はいつも積極的にコ
メントを加え、並み居る助手たちにも発言を促していた。1976年7月の7
日から10日にかけて行われたバイエルン史研究所主催の南ティロル旅行
には、大学院生や助手たちばかりでなく、同僚の教授や、先生が主宰され
ているバイエルン・アカデミー歴史委員会の若手の研究員その他の人たち
も参加し、最後の晩の夕食の後は先生のギターで盛り上がった。先生は翌
年名誉教授となられたので、この「ティロルにおけるバイエルンの支配」
をテーマとした旅行が、先生を中心としバイエルンやアルプス地方を舞台
とした長年にわたる研究旅行の最後となった。
　’みやけ・たつる／文学部教授／ドイツ近現代史
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　先生は日本にも二度ほど見えている。最初は、1965年の4月から5月に
かけて、テーオドーア・マイヤー、ヘルベルト・ヘルビック両教授と一緒
の一ヶ月あまりにわたる講演旅行で、日本とヨーロッパの中世史に関する
シンポジウムも催されている。当時大学院生だった私は、中世のドイツに
おける「社会的流動性」に関するボーズル先生の講演を、階段教室の上の
方から聞いた覚えがある。2度目の来日は、1984年7月のことで、国立西
洋美術館での「ニュルンベルク・ドイツ民族博物館所蔵ドイツ美術展中
世から近世へ」を機に、日本の美術史学会と東京ドイツ文化センターとが
主催したシンポジウム「工房か芸術家か一中世末近世初期の日本とドイ
ツの美術一」において、日本中世史の網野善彦教授と共に講演を行って
いる。その夜浅草で開かれたすき焼きを囲む会は、楽しいシンポジオンの
ひとときとなった。
　このように日本ともいろいろな縁で結ばれたボーズル先生の蔵書を本
学に迎えることができたことは、私にとっても大きな喜びであり、関係の
方々に深く感謝するものである。膨大な量の抜刷をも含むボーズル文庫の
全容は、整理の完了を待って初めて明らかとなるが、同文庫が広く活用さ
れることを願って、その大よそのところをここに記しておくこととしたい。
1　ボーズル教授の経歴
　カール・ボーズルは、1908年11月11日、当時はドイツ帝国の一王国だっ
たバイエルンの東北部オーバープファルツ県の、カムという町に生まれ
た。父親のフランツは、当時オーストリア・ハンガリー帝国に属していた
べーメン地方（この地方は、かってはべーメン王国として、神聖ローマ帝
国の一角を形成していた）との国境地帯にある「バイエルンの森」の小農
家の出身で、カム市の音楽師を務める人の下で音楽の修業をした後、軍
隊に入り、15年間にわたる軍楽隊での勤務を経て、同市にある郡役所の
下級官吏となった人であった。母親のマリーアはこの音楽師の娘で、父親
は日曜ともなるとカールを連れて、よく「バイエルンの森」や「ベーメン
の森」を歩きまわり、これがカールの心に郷土への思いを培うこととなっ
た。ボーズルは、論文「つましき人、つましき人々（Kleiner　Mann，　Kleine
一104一
Leu七e）」（1973）の中で、この両親のことを庶民の一つの典型としていき
いきと描き出している。
　ボーズルは、故郷に比較的近いニーダーバイエルン県メッテンのベネ
ディクト会修道院のギムナジウムに入ったが、その庭にはカール大帝の像
があり、大帝から公吏不入権を与えられた同修道院の歴史を物語っていた。
ボーズルはすでにこの少年の頃に、将来歴史学の教授になる夢を抱いた
という。ミュンヒェン大学では歴史学のほか古典語、中世語、ドイツ語・
ドイツ文学を学び、1938年には、聖職叙任権闘争のさなかに建てられた
オーバープファルツ県カストルの修道院の歴史『カストルのノルトガウ修
道院一その設立・設立者・経済史及び精神史一』で博士の学位を取得
した。当時彼はすでにギムナジウムの教員となっていたが、その後も、バ
イエルン各地のギムナジウムで歴史や古典語などを教えるかたわら、中世
史の研究を続けた。1944年に提出した教授資格論文『ザーリアL－一一朝及び
シュタウフェン朝の帝国家人層一盛期中世ドイツの民族・国家・帝国の
歴史に寄せて一』は、中世の帝国家人（ライヒスミニステリアーレン）
の包括的な研究で、これは戦後1950／51年に二分冊で公刊され、学界の高
い評価を受けることとなる。次いで、1953年ヴュルツブルク大学の中世
史および地域史（ランデスゲシヒテ）の教授に迎えられ、さらに1960年
には、ミュンヒェン大学の歴史学主任教授兼バイエルン史研究所長となっ
た。そして彼は、1970年、テーオドーア・マイヤーの後を襲ってコレー
ギウム・カロリー・一一ヌムの所長ともなるのである。この間、彼は、1949年か
ら1954年にかけてバイエルン［ギムナジウム］文献学教員連盟会長をつと
め、また、1963年にはバイエルン歴史協会の会長となっている。
　その著作としては、最初の論文集『中世ヨーロッパにおける社会の初
期形態』（1964）や『中世における近代社会の基礎』（1974）など大部の著書
を初めとする数多くの著書論文がある。バイエルン歴史館から出された
『カール・ボーズル著作目録』（1996）には、独立した大小の著作として59
点、論文書評等として636点があげられている。ボーズルはさらに、バイ
エルン・アカデミー歴史委員会刊行の『バイエルン地域史雑誌』やコレ・一一・一
ギウム・カロリーヌムの雑誌『ボヘミア』の編集責任者を長くつとめたほ
か、『中世史叢書』、バイエルン史・ミュンヒェン史関係博士論文叢書、バ
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イエルン歴史地図叢書を初めとする多数の叢書・史料集・辞典等の編集刊
行にあたった。先の『著作目録』には、ボーズルの指導の下で出された博
士論文の一覧が付されているが、それは実に二百余点にのぼっている。彼
の講義はミュンヒェン大学の人気講座の一つであり、数多くの学生が彼の
指導を求めてバイエルン史研究所に集まったが、その一端がここに示され
ているといえよう。彼の活動は、ドイツ国内のみならず海外にも及んでお
り、特にアメリカ、イタリアには講義や講演に毎年のように出かけている。
彼が、バイエルン・アカデミーだけではなく、イギリス、オーストリアの
アカデミー、またアメリカの中世アカデミーの会員に推挙されたことは、
彼の業績が国際的に高く評価されたことを端的に物語るものといえよう。
　ボy－一一一ズルには、60歳から80歳の誕生日を記念して、『社会と支配』（1969）、
『伝統とモデルとしてのバイエルン史』（1973）、『社会の中の歴史』（1974）、
『東西の間のべーメン地方』（1983）、『社会史（ゲゼルシャフツゲシヒテ）』
（1988）など、7編（8冊）の論文集が献じられているが、これらにも、アメ
リカ、オーストリアを初め数多くの国々から論文が寄せられたのであった。
2　カール・ボーズルの学問
　ボーズルは、自分の歴史学を「ゲゼルシャフツゲシヒテ」と規定してい
る。この言葉は、文字通り訳せば、「社会の歴史」ないし「社会史」とな
るが、同じく「社会史」と訳される「ゾツィアールゲシヒテ」という伝統
的な言葉と区別して、例えばヴェーラー、コッカらいわゆる「西ドイツ社
会史派」については「社会構造史」と訳されている。ボーズルは、この派
に先立って、「社会」の視座からする「全体史」，「総体史」への試みとし
てこの言葉を打ち出しているので、むしろ「社会総体史」とでも訳すべき
ものなのかもしれない。
　それはいずれにせよ、彼の歴史学の第一の特徴としてあげられるのは，
「ドイツ」の歴史を、バイエルンという「地域（ラント）」に根ざしながら、
しかも「ヨーロッパ」全体の動きの中で、そのダイナミックな関連におい
てとらえようとしていることであろう。彼は、1984年の来日時に、自分
は「バイエルン人でヨーロッパ人」なのだと語っていたが、それはまさに
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彼の歴史学の特質を示すものだったのである。少年の頃、彼がベーメンと
の国境地帯に育ち、また、バイエルンの片田舎にあったカール大帝（フラ
ンス流にはシャルルマーニュ）ゆかりの修道院付属のギムナジウムで学ん
だことも、そうした彼を育むのに一役買っていたのかもしれない。そもそ
もバイエルンは、中世の初期、イタリア、そしてスラヴ人地域と境を接す
る、フランク王国の最前線に位置していたのであった。しかし、歴史に対
する彼の全ヨーロッパ的視点にとって決定的だったのは、何よりもまず、
ドイツ第三帝国の崩壊にともなうドイツ国民国家の解体であり、また第二
次大戦後の世界におけるヨーロソバの指導的地位の喪失であった。そして
彼が、マソクス・ヴェーバーが提示したヨーロッパ文明の全体像とそのグ
ローバルな比較社会学から多くを学んだことも、ここであわせて指摘して
おかなければならない。　　　　　　　　　　　　　　’
　ボーズルの歴史学の第二の特徴は、歴史における「個人」と「集団」、
また「持続」と「変化」の双方を重視するところに現れている。彼は、自
分のことを、あるいは「リベラルな保守派」と言い（1984年7月7日、東
京）、あるいは「半ば保守的で半ば革命的」と語ったが（1986年10月13
日、ミュンヒェン）、この第二の特徴は、彼のこうした自己認識と深く関
わるものと言えよう。彼が、自分の「社会［総体］史」について、人間存
在を「身体」と「心」との機能的な連関として理解するという、人間の基
本構造に関する一定の考えに照応するものと述べていることも、この事と
関わっている。そして彼によれば、この考えは、4／5世紀のローマ帝国の
公会議におけるキリスト論をめぐる抗争において初めて、キリストという
位格における神性と人性の関係に関わって検討され、西方によって東方に
抗して定式化されたものであり，その後ようやく20世紀にジークムント・
フロイトによって再発見されたのであった。こうした彼の歴史学の根底に
は、言うまでもなく、彼の「つましき人々（クライネ・ロイテ）」の世界
との深い情緒的かっ自覚的な結びつきがあった。彼は、中世における支配
層（「ポテンス」）にも下層の人々（「パウパー」）にも等しく関心を寄せた
が、彼がとりわけ関心を注いだのは、不自由民（「セルヴス」）の身分か
ら下級貴族や市民へと上昇を遂げていく人々（「ミニステリアーレン」や
「ツェンズアーレン」）であった。なお、彼がバイエルン文献学教員連盟や
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バイエルン教育者連盟連合会の会長として、戦後における「社会科」教育
の導入・拡充に積極的に協力していることも、「歴史学」の自律性を擁i護
しっっ同時に「社会学」的な視座を重視する彼の「社会〔総体〕史」のあ
りようと深く関わるものと言えよう。
　ボーズルの歴史学の第三の特徴としては、過去の「社会」とその「構造」
を解釈する際に、社会学など近代の人文科学・社会科学の概念やモデルを
摂取しつつも、できるだけ「パウパー」や「ミニステリアーレン」、また
「ファミーリア」といった、その時代の史料に由来する概念やイメージを
重んじようとしたことがあげられよう。こうした方法的態度は、彼が、中
世の人々の「心性」（メンタリテート／マンタリテ）を重視し、中世の文
学や美術に貴族や民衆の価値観や理想像の変遷を探ろうとしたこととも関
わるものであろう。彼は、歴史学と社会科学・社会学との関係と共に、歴
史学と人類学との関係を、歴史学の二つの根本問題として指摘し、ヴェー
バーと並んでクロード・レヴィ；ストロースに注目しているが、このこと
も、こうした関連の中で受けとめるべきことのように思われる。彼が、大
学で歴史学と並んで古典語、ドイツ語・ドイツ文学を学んだこと、そして
ギムナジウム時代の「キリスト教人文主義」に続いて古典古代の人文主義
に親しんだことも、彼のこうした歴史学の大きな基盤をなしていたと言う
ことができよう。ちなみに、彼は、戦前のギムナジウム教師の時代以来、
彫刻家で画家のハインリヒ・ボスピーヒというシャガールからも影響を受
けた芸術家と親交を持ち続けたのであった。
　ボーズルは、すでにその処女論文『ノルトガウ修道院』の中で、「法史・
経済史・政治史の内的諸関連」の検討に意を注ぎ、さらに修道院改革にお
けるバイエルンとべーメンとの「精神史」的関連（当時の「精神的中心」
としてのべーメン）にも眼を向けていた。彼のそうした広い視野は、『八
百年頃のフランケン』（1959）のような包括的な研究、また、『ゲープハル
トドイツ史事典』（1970）所収の「ドイツ中世における国家・社会・経済」
や『ドイツ経済＝社会史事典』（1971）所収の「社会の発展500－1350」
といった専門的な研究入門論文で遺憾無く発揮され、学界に大きな刺激を
与えたのであった。彼が、「ロマン主義的自由主義」またマルクス主義と
の学問的格闘を踏まえて、二つの「開花」期一およそ1050～1300年と
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1750年以降一に注目するヨーロッパ史像を提起していることも、ここ
で指摘しておくべきであろう。ちなみに、バイエルン大公国がヴィッテル
スバハ家のもとで領邦国家としての発展を遂げていくのは、この第一の
「開花」期のことであり、そして、このバイエルン、いわゆる「古バイエル
ン」が、フランケン地方やシュヴァーベン地方といったいわゆる「新バイ
エルン」の地を加えてバイエルン王国となり、今日のバイエルン州（「バ
イエルン自由国」）の領域的基礎がおかれたのは、ボーズルのいう第二の
「開花」期の初頭、ヨーロッパを揺るがせたナポレオン戦争の時代のこと
であった。ボーズルは、この今日のバイエルンの地（「ラント」）に住む
人々（「人間」）の歴史としてバイエルン史をとらえ、かつそれをドイツ、
ヨーロッパ全体の動きとの密接な関連のもとで把握することに努めた。そ
してその中で、バイエルンやヴィッテルスバハ家の「一千年にわたる連続
性」や「自立性」を強調する「［古バイエルン］愛国的」ないし「王朝史」
的な歴史叙述の「脱ロマン化」・「脱イデオロギー化」を推し進め、その結
果、ミュンヒェン大学における彼の後任人事をめぐって、「二種類のバイ
エルン史か？」がミュンヒェンの新聞紙上をにぎわせることともなったの
であった。
　ボーズルの歴史研究には、彼もその中心的な担い手の一人であった「国
王自由人学説」を中心に、早くから批判も寄せられて来ている。そして、
今日、第三帝国から戦後にかけてのドイツ歴史学は，ボーズルにも大きな
影響を与えたオットー・ブルンナーの「社会史（ゾツィアールゲシヒテ）」
を初めとして、当時の歴史的現実とのかかわりが正面から検討の対象と
されつつある。私もまた、ボーズルの歴史学を第一次大戦前後以降の学問
的・社会的・国際的な全関連の中におくことを通してこの間題を考えてい
きたいと考えている。その中で、ボーズルの歴史学の全体像もより明確な
像を結ぶこととなろう。そこでは、当然、フランス・アナー・－Lル派の社会史
やジェフリ・バラクラフらイギリスの中世史学界との関連も、大きなパー
スベクティヴの中で考察することが要請されることとなるはずである。ち
なみに、彼は、リュシアン・フェーブルと並ぶアナール派の創始者マルク・
ブロックを吟日まで影響力を持つ偉大なフランスの歴史家で、同時に今
日まで歴史学最大の理論家でもある」と呼んでおり、また、彼らの後を継
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いだフェルナン・ブローデレレとも親しい旨を語っている。
3　ボーズル・コレクション入手までの経緯とその
　　概容
　明治大学図書館にボーズル・コレクション購入の話が持ち込まれたのは、
ボーズル教授が亡くなった1993年1月18日から2ヶ月あまり後のことで
あった。フランクフルトの伝統ある大古書店カイプから丸善に話があり、
当時の図書館長石井素介文学部教授（現名誉教授）からの紹介として私も
丸善の訪問を受けている。私は、ボーズル教授の令嬢工一リカさんから葬
儀の通知を受け、霊前に花を供えていただいて程なくの事だったので、話
の早さに驚いたことを今も鮮明に覚えている。これはかなり後になって初
めて知ったのだが、私の名前はすでにカイプから丸善に伝えられていたと
いう。これはおそらく、以前から、先生の論文集を出す話が、中央大学の
平城照介教授（現名誉教授）と一橋大学の山田欣吾教授（現名誉教授、共
立女子大学教授）を中心にいろいろな大学のドイツ史研究者十余名の共同
作業として進んでおり、私が先生との連絡役をっとめていたからかと思わ
れる。その後、できれば東ドイツなどドイツ国内でというご遺族の意向が
あったらしく、話はいったん立ち消えとなり、再び丸善から話があったの
は、明けて1994年の、それも末になってのことであった。
　今回は、ボーズル家から直接丸善に打診があったとのことで、同時に送
られて来たというかなり詳細な大部の「目録」のコピーも手渡された。翌
年早々には、エーリカさんから私あてにも協力を要請する旨の手紙が届い
ている。「目録」は、学内外の関係者にも目を通していただき、その価値に
ついて大よその感触を得ることができた。その後、やはりカイプを通して
ほしいという丸善側に対してボーズル家側が難色を示したこともあって、
丸善は手を引くことになり、かわって極東書店がボーズル家と話を進める
こととなった。すでに遠方の倉庫に一括して保管されているというコレク
ションの詳細について、両者の問には何回もやりとりがあり、この間の極
東書店の御苦労は並大抵のものではなかった。私も側面的に、エーリカさ
んに時折電話を入れ、あれこれ確かめるという作業をしなければならな
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かった。結局、こうした経過を踏まえ、1995年5月末、4学部10名の先生
方の御賛同のもとに、明治大学図書館特別資料費によるボーズル・コレク
ションの購入を申請することができた。幸い、同図書館図書選定委員会、
次いで同図書委員会の承認を得ることができ、ボーズル・コレクション購
入の運びとなったわけである。なお、その後、学内の先生方のほか、論文
集の翻訳を共同で進めている「ボーズル研究会」の先生方からも加わって
いただいて、私大助成の大学院重点特別経費助成を共同で申請し、これも
認めていただくことができた。
　ボーズル・コレクションは、ボーズル教授の長期にわたる、幅広い研究・
教育・学界活動の中で、ドイツを初めとするヨーロッパ中世史・社会史、
バイエルン・ベーメン地域史を中心に、膨大な研究書・研究誌・史料集等
が蓄積されたものである。今日、世界の歴史学界では、社会史・地域史の
研究が歴史研究の枢要な地位を占めてきており、ボーズル・コレクション
の価値は極めて大きいと言わなければならない。とりわけ、バイエルン、
ベーメンという、ドイツ史・中欧史にとってきわめて重要な地域に関する
基礎的な文献がこれだけ豊富にそろった個人蔵書を取得することは、今後
とも希有のことのように思われる。また、明治大学図書館には、ドイツ近
現代史関係の本はかなりそろっていて、他大学の大学院生にも大いに活用
されているが、今回の購入を通してドイツ中世史関係も一挙に拡充するこ
とができたと言えよう。今後、比較的手薄と思われるドイツ近世史関係の
充実に向けて、図書館としても配慮していただければと願っている。
　ボーズル・コレクション購入の話があってから、その件で平城照介先生
に御相談したとき、先生からまず聞かれたのは、抜刷は入っているのかと
いうことであったかと記憶する。ボーズル先生の学界での地位からして先
生に贈られた抜刷の量は実に莫大なものであり、ボーズル文庫の大きな特
徴をなすものといえよう。また、ボーズル・コレクションが明治大学図書
館に届いたとき、論文集翻訳の検討のために開かれる「ボーズル研究会」
の機会を利用して他大学の諸先生に下見をしていただいたが、その時平城
先生がまず注目されたのは、オットー・ブルンナーの『ラントと支配』の
1939年に出た初版本が入っていたことであった。先生のお話では、日本で
この初版本があるのは、おそらく北海道大学図書館の所蔵する故堀米庸三
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先生（東京大学名誉教授）の〈堀米文庫〉だけのようである。（中央大学図
書館『オソトー・ブルンナー文庫目録』（1986）の序文も参照。なお、この
『目録』では、著者にそれぞれ生没年が付されるなど、利用者への行き届
いた配慮がなされており、また、「第1部図書」、「第2部抜刷」として、
「抜刷」についても詳細なデータが掲載されている。）ボーズル文庫に入っ
ていた初版本には、「カール・ボs－一一一ズル、1940年のクリスマスに、妻の両
親より」とあり、増補第三版（1943）も、36歳の誕生祝に人から贈られて
いる。もう一冊ある改訂第四版（1959）には、著者ブルンナーからの献辞
が記されている。また、若きボーズルも帝国家人に関する論文を寄せた、
テーオドーア・マイヤー編『貴族と農民』（1943）には、「カール・ボーズ
ル、44年4月17日（出版社から）」とある。第二次大戦中に出版されたも
のは日本に入りにくかったであろうから、この時期のものは、先に触れた
最近の研究動向からも、特に貴重なものと言えよう。もう一つ注目される
のは、これはボーズルの著作が中心となるけれども、書評や書簡が本など
にはさまっている例がかなり見受けられることである。手紙の中には、同
じく第一線のドイツ中世史家ヴァルター・シュレージンガーからの1950
年1月8日付け書簡のように、かなり長文のものもあり、仲間内の意見交
換が分かって貴重である。こうした、本や抜刷以外のものの扱いをどうす
るかは、なお慎重な配慮を必要としよう。
　しかし、ボーズル文庫の最大の価値は、いうまでもなく、多面的な研究
者・教育者、学界の有力者、バイエルン・アカデミー歴史委員会を初めと
する諸機関の長、バイエルン・オーストリア等々のアカデミー会員として
のボーズルのもとに膨大な量の研究書・抜刷や雑誌・叢書等々がいわば自
然に集まったことにあるといえよう。ボーズル自身の著作や、ボーズル周
辺の研究者・指導学生の著作・博士論文等々がそろっていることは当然と
して、たとえば、バイエルンのみならずオーストリアのアカデミーの例会
での会員の研究発表（『例会報告』）が大幅にそろっているのは圧巻であ
る。また、バイエルンでは、バイエルン全体の『バイエルン地域史雑誌』
のみならず、各地で歴史雑誌が出ており、そうした各種各様の雑誌にじか
に触れることができることは、一それがどこまでそろっているかは別と
して一、貴重な経験となるはずである。もちろん、バイエルン州立図書
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館の大閲覧室やバイエルン史研究所には、そうしたものがずらっとそろっ
ているわけではあるが。なお、考古学関係では、たとえば、バイエルン・
アカデミー刊行の、発掘報告を豊富に含む「ローマ後期ラエティアの考古
学的研究」シリーズがある。
4　ボーズル文庫の分類について
（明治大学図書館ボーズル文庫、抜刷部分の様子）
ボーズル文庫は、幸い、〈林達夫文庫〉のように、中央図書館に一括して
別置し利用の便に供することが、図書館によって認められた。それだけに、
これをどのように分類・配置するかは、いっそう切実な問題とならざるを
得なかった。共同申請者でベーメン中世史が御専門の薩摩秀登先生（経営
学部）とも相談しながら、図書館の庶務課・整理課の方々と整理の方針に
ついて繰り返し議論し、最終的には情報システム課の方々にも加わってい
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ただいた。この間、一橋大学の社会科学古典資料センターを薩摩先生や図
書館の方々と訪問し、「レベルの違い」に圧倒されつつも、いろいろと貴
重な御教示をいただくことができた。本の分類・配置のチェックには、限
られた時間に追われながら、薩摩先生、同じく共同申請者でドイツ現代史
が御専門の斎藤哲先生（政経学部）と協力してあたった。大学院文学研究
科博士後期課程の秋山千恵、小野寺利行両君、文学部教務助手補の加藤冬
樹君には、このチェックへの協力のほか、ボーズル自身の論文抜刷・書評・
講演等々の整理という実に厄介な仕事を引き受けていただいた。
　ボーズル文庫の分類は、結局、ボーズル家からの「目録」の分類（送ら
れて来たボーズル・コレクションも一応この分類に従って分けられていた
一一Sく混在状態のものもかなりあったが）を参照・尊重しつつ、これ
にいくっかの変更を加えたものとなった。若干の説明を加えながら、その
一覧を示しておこう。
KB1　ボーズルの著作・記念論文集
一1単著
一2共著
一3編著
一4ボーズル記念論文集
KB2　記念論文集
KB3　一般・その他
一1理論、通史（以下のKB4ないしKB5またKB6に分類できない
　　もの）、歴史学会……
－2事典、入門書、文書館案内、文庫目録……
－3辞典
一4地図
一5地誌
一6展覧会目録
一7その他（貨幣、美術書・美術史、教育史、大学・ギムナジウム……）
KB4　原始・古代から近世史まで（中世史中心）
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KB5　近現代史（18世紀末以降）
KB6　ベーメン・東欧・ビザンツ史
一1通史……
－2事典……
－3辞典
一4中世史中心
一5近現代史
一6展覧会目録
一7その他
KB7　叢書
KB8　雑誌
KB9　抜刷
以上の分類について、二、三、注記しておく必要があろう。
（1）時代区分では、いわゆる「中世」と、近世を含む「近現代」とを分
　　けるのではなく、「中世」と「近世」とを一緒にしたが、これは、二
　　つの「開花」期を重視するボーズルの「中世」観一彼はヨーロッ
　　パ社会の中世は18世紀に終わるものととらえている一に沿ったも
　　のである。もちろん、「中近世史研究会」の存在に示される研究動向
　　も、念頭におかれている。ただし、分類の困難もあって、ボーズル
　　が挙げている1750年ではなく、フランス革命勃発の1789年を目処
　　にKB4とKB5を分けてある。また、これは分類全体について言え
　　ることだが、限られた時間内の、しかも何人もの手になる作業のこ
　　ととて、分類は一応の目安と考えていただかざるを得ない。特にこ
　　うした境界領域については、KB3－1を含め、問題となるケース
　　が多々出てくる可能性があるので、あらかじめ御海容をお願いして
　　おきたい。
（2）ボーズル家から送られて来た「目録」と同様、「べ一メン関係（ボヘ
　　ミスティク）」を他から独立させたが、これに東欧史・ビザンツ史も
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　　加えた（KB6）。ただし、叢書、雑誌は、整理の都合上、　KB7、　KB8
　　にそれぞれ一括することとした。
（3）地誌（KB3－5）は、とりわけバイエルンについて、本文庫の特色
　　の一つと言えるものであるが、これについても、時代が特定される
　研究書というべきものは、一般に、この項にではなく、時代区分に
　　従ってそちらに分類した。展覧会のカタログ（KB3－6）について
　　も、ほぼ同様の扱いとなっている。
　ボーズル文庫の整理には、図書館の方々に大変なご苦労をいただいてお
り、深く感謝している。膨大な抜刷（KB9）についても、それ以外より簡
潔な形とはいえ、データ入力が着々と進められており、これまた利用者と
してありがたい限りである。今は、ボーズル文庫の整理が成って、学内外
の方々に広く利用していただける日の一日も早からんことを願うのみであ
る。そして、駿河台地区の再開発計画の一環として予定されている新図書
館に、研究会用の会議室が設けられるならば、たとえば、バイエルン史や
べ一メン史の研究会も、充実した形でもつことができるようになるのでは
なかろうか。これは、私のボーズル文庫に寄せる一つの「夢」である。
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